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■  開催報告  NPO 講座Ⅳ「思わず参加したくなる活動の作り方、共感を得るためには…」 

◆日 時：2022 年２月５日(土)19：00～21：00 
◆ゲスト：壼坂 剛さん（一般社団法人 アステム湘南 

スポーツソサエティ 代表理事） ◇参加者：13 名 

自分を見せるばかりではなく、相手を知ること 
若い世代から圧倒的な支持を集めているビーチクリ

ーン活動『ウキブイ大作戦』。今年で 16 年続くボランテ
ィア活動は、プログラムの楽しさが口コミで広がり、毎
月の活動予約がすぐに埋まってしまうほどの人気です。 

講座では、SNS を駆使して情報収集する Z 世代への
アプローチを中心に、団体が実践してきた具体的な戦略
作りのノウハウを惜しげもなく大公開！「ケーキを食べ
たい人にはお団子ではなく、いろんな種類のケーキを見
せる。確実にささる選択肢を準備しておく」など、イメ
ージしやすい例えも交えて、広報や企画の立て方、組織
運営のあり方まで幅広く濃密なお話をいただきました。 

第 2 回「スポーツでつながろう！」 
～いつまでも元気に、楽しく住み続けられる  

私たちの未来まちづくり～ 

第 3 回「宝物であふれるまちに  
～みんなで考えよう茅ヶ崎のごみのこと～」 

◆日 時：2022 年 3 月 12 日(土)10：00～11：00 
◆ゲスト：BENIRINGO(田中藍奈さん、阿部汐里さん) 

参加者からは、熊沢さんの活動内容や 
インパクトある魅力的なスライド、語りの熱量、分かり
やすいプレゼン方法にも多くの称賛をいただきました。 

・話に引き込まれてあっというまの 2 時間でした 
・話が楽しく、元気をもらえた ・データ分析がすごい 
・活動費の殆どがポケットマネーということに驚いた 
・口コミ効果、単純接触効果、雑相が大事、活動しなが
ら考える、仕組み化等々、市民活動に際して示唆に富む
コメントが多々あった 
・音楽は思い出の宝箱を開ける鍵、失敗はメンタルでは
なく仕組みで解決、同じことでも言い方でポジティブ
に、など共感した言葉が多々あり、元気づけられた 等 

東京オリパラで改めてスポーツの魅力を知り、コロナ
禍で体力作りと人の繋がりの大切さを感じる今。競技ス
ポーツにおけるコーチングや「生きがい」「健康」目的
の生涯スポーツの多彩な楽しみ方、スポーツでの地域活
性化など、参加者がカフェに期待するテーマは様々。 

前半は、地域密着型で総合型地域スポーツクラブを運
営する壺坂さんから参加者が知りたいことに回答する
形で体験談を交えたお話を伺いました。 

後半のグループワーク(語り BAR)では「運動・スポー
ツで私たちもちがさきも元気になろう」をテーマに、行
政、企業、スポーツ・市民団体と様々な立場で活発な意
見交換がなされました。「ここで出たアイデアが本当に
実現すれば面白い」「立場は違うけど同じ一つの目標に
向かおうとする人たちとのコミュニケーションは楽し
い」「心の健康アップになった」等の感想がありました。 

話を聞くこと、意見交換すること、そして人と出会う
ことの大切さを改めて感じました。これからも交流の場
を提供し、人と人の潤滑剤の役割を目指します。 
 

「こどたん+プラス 2022」Zoom ライブイベントとし
て、小学生からシニアまで多世代 23 名が参加しました。 

はじめに、環境課題の解決に取り組む BENIRIGNO の
活動紹介と茅ヶ崎のごみの現状についてレクチャーが
ありました。一日に出るジャンボジェット機 50 機分(‼)
のごみは、再利用するにも 4 億お金がかかるそうです。 

グループワークでは、参加者が各自準備した、いつま
でも大事にしたい「宝物」を画面上で思い出も交えなが
ら紹介。場が和んできたところで、生活の中でごみを減
らす方法についてアイデア出しをしました。 

子どもたちからは「（ごみの影響で被害を受けている）
かわいそうな動物たちの写真をみて人間も反省する」
「（海や川に流れついた）ごみを吸い取る機械を発明す
る」など発想力豊かな意見が発表されました。大人から
は「容器を持って買い物に行った、昔の生活スタイルに
戻る」「生ごみはコンポストに」「よく考えて、本当に必
要なものだけ買う」など、実践的な意見が出されました。 

最後は、BENIRNIGO の「楽しく、環境を守るライフ
スタイルを提案していきたい」という軽やかな言葉に、
ごみ減量もみんなで知恵を出し合い、わくわくしながら
取り組めそうな前向きな気持ちになれました！ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もっと知りたい！サポセンのこと 
～市民活動応援プログラム～ 2022 年 1 月～3 月 開催報告 

◇日 時：2022 年 1 月 29 日(土)14：00～16：00《オンライン開催》 ◇参加者：14 名 
◇講 師：熊沢 博樹さん（海岸清掃団体 湘南ウキブイ 代表理事） 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「茅ヶ崎で遊んでいた」という方が 3割ほど。 
それ以外の方は茅ヶ崎以外で遊んでいたんですね。 

 

こどたん+(プラス) 2022 オンライン 

開催期間：２月１４日(月)～３月１３日(日)

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

たくさんの回答 

ありがとうございました 

① 
遊びをピックアップ 

・40代に人気だったあそび ・こんなあそびもあった 
・イマドキの小学生はこんな遊びがすき 
・ゴムとびって、実はすごいスポーツ？！ 

② 
遊びをしていた地域 
   

＊詳細は、アーカイブを見てね♪ 

▼集まった回答からふかぼりしてみました▼ 

 

 

 

 

Instagram  

 

     

@chigasakisapocen 

館内の桜が満開
になりました！ 
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・開催期間：2021 年 4 月～2022 年 3 月         ・講  師 ：NPO 法人パソコンボランティア湘南 
・開催回数：24 回（毎月第 2 月曜日、13：00～15：30）  ・受講者数：128 名（延べ人数） 
    
 
 

■ 館内の安全性を高めるために各種設備をリニューアル！！ 

第 6 弾「ホームページ制作」 

日 時：3 月 22 日(火) 13：30～17：00 (対面講座)   
参加者：3 名   
講 師：横溝芳明さん 

（NPO 法人パソコンボランティア湘南） 

自分たちで運営する HP で活動を発信し、会員やボ
ラティアとのつながりを創り出すため、無料の Google
サイトを利用したホームページ制作を学びました。 

分かり難い用語の説明や操作のサポートなど参加者
にあわせて進行していただきました。 

参加者からは「難しいと思い込んでいた HP 作成が
Google サイトを利用しこんな簡単にできるとは！」
「HP 作成後、もう一度説明をききたい」など、驚きと
作成に前向きな姿勢が見えた講座でした。 

今後 HP で効果的な情報発信を期待しています。 

第５弾「パワーポイント活用！(中級)」 

日 時：2 月 1 日(火) 13：30～17：00(対面講座)   
参加者：3 名 
講 師：大木伊都子さん 

（NPO 法人パソコンボランティア湘南） 

団体の活動を効果的に伝えるために分かりやすく
整理された資料つくりのコツを学びました。「スライ
ドマスターで一括編集」「素材の挿入」「アニメーショ
ンの設定」などひとつひとつ分かりやすく教えていた
だき、参加者からは満足度の高い講座だったとの声が
寄せられました。 

受講目的は「チラシをつくるため」「色々なテクニッ
クが使いこなせるようになりたい」など。学んだこと
を復習し、よりよいチラシや資料を作り、活動の幅を
広げていただけたら嬉しいです。 

■ 開催報告  パソボラ湘南による「市民活動の PC サポート」 

 市民活動団体や自治会等地縁団体で活動する方がパソコン操作で抱えていた悩みを解決するため、さらに団体
のスキルアップを目的に「市民活動の PC サポート」開催してきました。 
参加した方の悩みは「ZOOM のやり方」「Word や Excel の基本操作」「チラシの作り方」 
「Word に写真を挿入したい」「バックアップについて」「メールのやりかた」が多かった 
です。参加した方からは、「悩みが解消した！」「対面で個別に教えてくれるのでありがたい」 
など、好評の声を多数いただきました。 
講師を務めてくださったパソボラ湘南のみなさん、ありがとうございました。 
 
 

キャノピースイッチ付！ 
必要な所だけ紐を引いて点灯 

➂警備システム（ALSOK） 

 2002 年（平成 14 年）の 4 月に開設されたサポセンは、まもなく 20 周年を迎えます。いままで建物・設備の
機能・外観が維持され、耐久性が確保されてきているのは、利用者の皆さんが大切に使ってくださることを始め、
清掃をしてくださる業者やスタッフが日頃から丁寧にメンテナンスしてきたからだと思います。しかし、20 年に
わたる使用のため、劣化・故障が発生し、機能の回復、安全性確保のため設備を交換せざる得ない状況になり、館
内の一部設備をリニューアルしました。今後も維持管理へのご協力はもちろん、省エネ（キャノピースイッチ＝
必要な場所だけ照明を点灯など）の取り組みにご協力をお願いします。 

 
 

 

 館外西側の室外機は 
台座を大きく、より 
安全、コンパクトに。 
消費電力も２割減 

その他にも建物、設備で塗装が剥がれ
たりサビ発生など老朽化したものを
蘇らせて、利用者のみなさんに使用し
ていただいています。 

・傘立て 
 
 
 
 
 

・玄関蛍光灯具 
の反射板 

 

➀館内の蛍光灯の LED 化（5 基） 
（劣化し点灯しなくなった蛍光灯 

を取り換え⇒消費電力も１/5 に） 
 

 

➁エアコン（プレイルーム、 
フリースペース大） 
 

 

 
  
 
 
 
   
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有事にカメラセンサー
が作動！防犯に役立ち 
より安全安心に 
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なに大変じゃないですよ」と頼もしい答えが返ってき
ました。 

こちらでは、この他にも近隣へのチラシ等のポステ
ィングやメール便の配達、ボールペン等の袋詰め、レン
タル CD ケースのシールはがしなど様々な作業を受注
しています。 

「輪」と「和」を大切にして 
松本さんは、理事長に就任されて３年とのことで、前

任で長らく代表をされた吉川さんにも団体のいきさつ
等を聞いていただきました。昭和の末頃に障がい児の
親御さん３組が家に集まって支援活動を始められたの
が発端で、徐々に人数も活動日数も増え、福祉会館の利
用を経て、民家を借り上げることになりました。当初は
１つの事業所でしたが、折しも、その頃制度化された国
の支援費の支給を受け、2003 年に人の「輪」や平和の
「和」から「わの会」として NPO 法人を設立、活動内
容により事業所を２つに分けました。現在では各 20 数
名ほどの利用者が登録しています。 

コロナ禍の今、懸案としてはまず、作品展や共同募金
などの社会参加活動や、食事会や旅行会などの余暇活
動が中止となり、利用者同士の交流、親睦が図れなくな
ったことです。法人設立 20 周年となる来年３月には、
何とか記念行事をできれば、と考えています。 

また、制度上２つの事業所は、就労継続支援Ｂ型とい
う位置付けで、利用者への最低賃金の保証はありませ
んが、特に、第二ハウスでの請負作業の収益は決して高
いものとはいえず、それを各利用者に工賃として分配
すると…推して知るべしの状況です。 

そこで、松本さんは、現役時代に製品開発を手掛けら
れていたノウハウを生かし、 
皆で作って販売できるような 
自主製品の事業化を構想され 
ています。具体的には、嬉し 
いことがあったときに貯金す 
る「ニコニコ箱」、楽しい絵 
柄の装丁で封書や葉書を入れ 
ておく「お便り箱」等々。 

コロナ禍を乗り越え、まずは待望されている食事会
から種々のイベントが再開され、魅力的な自主製品が
軌道に乗り、さらに皆さんの生活が充実されるよう願
っています。 

 

 

 

 

 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

茅ヶ崎で活躍中の市民活動団体を追っかけレポート！ 

特定非営利活動法人 わの会 
茅ヶ崎市や寒川町在住の精神障がい・知的障がいのある方々を対象に、ＮＰＯ法人として２か所の事業所

「茅ヶ崎ワーキングハウス」「茅ヶ崎第二ワーキングハウス」を運営。地域の一員として豊かに暮らしていく
ために、作業支援や生活支援をはじめ、社会参加活動や余暇活動を行っています。  

さぽちゃんが行く！ 

《代表の松本 正さん他にお話をうかがいました》 
サポートセンターの朝 

私たちスタッフは、サポセンに午前９時までに出勤
しますが、実はそれより前に出勤している人がいます。
それが、サポセンの清掃を受託している「茅ヶ崎ワーキ
ングハウス」のメンバーさん（利用者）です。 

その清掃作業ですが、素早く作業着に着替え、まずは
館内のすべての窓開けから始めます。それから、いよい
よメインの男子・女子・多目的の３か所のトイレ清掃、
そして約 300 ㎡の館内の床清掃に取り掛かります。ト
イレは便器、便座、手すり、洗面台ごとに用具と洗剤を
使い分け丁寧に作業を進めます。床はほうきでちりを
集めてから、固く絞ったモップで拭き上げます。最後に
片付けや用具類を洗って、１時間ほどで終わらせます。 

ベテランの I さん 
は、「月１回の休館日 
に行う床の本格清掃 
で、ワックスがむら 
なく塗れた時は嬉し 
い」、いつも朗らかな 
O さんは、「日々作業 
の段取りを工夫しており、スタッフからのお礼も励み
になる」、１年目の A さんは、「清掃の仕方を先輩が分
かりやすく教えてくれて、よく覚えられた」などと話し
てくれました。 

清掃の仕事は、サポセン以外にも老人ホームや市の
公共施設、マンションなどでも請け負っています。残念
ながら、感染対策の関係で現地取材はできませんでし
たが、各施設のルールや状況に応じて皆さんが地道に
作業をされている姿が目に浮かびます。 

第二ハウスでは黙々と 
冬晴れのとある日の午後、一中通りから少し入った

住宅地にある「茅ヶ崎第二ワーキングハウス」にお邪
魔しました。ここは二階建ての民家を使用しており、
各部屋ほぼ数名ずつ、メンバーさんたちに職員も混じ

って、和やかな雰囲気 
の中、手際よく広告チ 
ラシの折込作業を行っ 

   ていました。何種類も 
 のチラシが大量にある 
ので、「大変そうです 
ね」と尋ねると「そん 

団体情報▶ 
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